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Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
ら
な
け
れ
ば
10

兆
円
損
失
す
る
と
い
う
デ
ー 

タ
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
。 

 

一
方
、官
僚
出
身
で
京
大
助

教
の
中
野
剛
志
氏
の
話
で
は
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ト
ロ
イ
の
木
馬
。

加
盟
す
れ
ば
関
税
自
主
権
を 

   

失
っ
た
日
本
は
内
側
か
ら
滅

び
る
」
と
主
張
す
る
。 

 

同
氏
は
、
菅
政
権
は
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
入
っ
て
ア
ジ
ア
の
成
長

を
取
り
込
む
」
と
言
い
う
が
、

環
太
平
洋
と
い
う
の
は
た
だ

の
名
前
に
過
ぎ
ず
、そ
こ
で
の

取
引
の
実
態
は
米
国
が
主
で
、 

参
加
を
言
い
出
し
た
。
政
府
・

財
界
・
大
手
マ
ス
コ
ミ
は
こ
ぞ

っ
て
、そ
れ
が「
平
成
の
開
国
」

だ
と
い
う
。多
く
の
国
民
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
何
で
あ
る
か
、今
ま
で

聞
い
た
こ
と
も
無
か
っ
た
言

葉
だ
っ
た
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、工
業
製
品
や

農
産
品
、金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
関
税
を
完
全
撤
廃
し
自
由

貿
易
を
目
指
す「
環
太
平
洋
連

携
協
定
」
で
加
盟
国
は
米
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
９
ヶ
国
。 

経
団
連
会
長
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
な
い
と
世
界
の
孤
児

に
な
る
」
と
煽
り
、
経
産
省
は 

 

昨
年
10
月

突
然
、
菅
首

相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

 
国
民
健
康
保
険
税
が
ま
た
も
値
上
げ
さ
れ
る
。
昨
年
に
続
き
今
年

も
だ
。
規
模
は
中
所
得
者
で
は
20
％
を
超
え
る
。
景
気
の
低
迷
、
低

所
得
者
や
年
金
生
活
者
な
ど
の
無
職
者
を
多
く
抱
え
る
国
保
財
政
の

脆
弱
な
体
質
に
加
え
、
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

要
因
と
い
う
が
、
値
上
げ
の
一
方
で
、
負
担
に
耐
え
切
れ
ず
、
税
の

未
納
者
が
増
え
、
悪
循
環
が
断
ち
切
れ
な
い
。 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
る
と
米
国
が

７
割
、
日
本
が
２
割
、
日
米
で 

９
割
を
占
め
、
実
質
、
日
米
の

自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で

あ
る
と
い
う
。 
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
、巨
額

の
貿
易
赤
字
を
抱
え
る
米
国

に
、日
本
の
工
業
製
品
の
輸
出 

   

を
考
え
て
も
無
理
で
、米
国
は

日
本
へ
の
農
産
物
輸
出
を
狙

っ
て
い
る
。日
本
は
米
国
と
Ｆ

Ｔ
Ａ
す
ら
結
べ
て
い
な
い
の

に
、更
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
不

利
な
条
件
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
を
何
故
急
ぐ
の
か
、疑
問
だ

と
い
う
。
そ
し
て
、
日
本
の
戦 

 

 

    

る
。 

 

「
水
と
緑
」
の
街
と
し
て
散
歩

し
が
い
の
あ
る
、
そ
し
て
楽
し

み
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
街

で
あ
る
（
多
少
願
望
も
あ
る
け

れ
ど
）
。 

▼
自
然
を
生
か
し
た
街
に
は

「
源
兵
衛
川
」
を
は
じ
め
、
蓮

沼
川
、
御
殿
川
、
桜
川
が
流
れ

て
お
り
、
各
所
で
そ
の
せ
せ
ら

ぎ
の
音
を
聞
く
こ
と
が
出
来

る
。
特
に
夏
の
暑
い
盛
り
の
「
源

兵
衛
川
」
で
の
涼
、
憩
い
の
場

と
し
て
石
廊
を
渡
る
の
は
格
別

で
あ
る
。
又
初
夏
に
は
ホ
タ
ル

も
舞
う
。 

▼
源
流
部
に
は
、
昭
和
30
年
代

の
、
水
が
豊
富
な
と
き
の
様
子

を
写
し
た
写
真
入
の
看
板
用
置

物
が
あ
り
、
子
供
達
が
こ
の
川

で
泳
い
で
い
た
様
子
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
度
成

長
と
と
も
に
近
隣
市
街
地
の
開

発
な
ど
で
川
は
汚
染
さ
れ
、
無

残
な
姿
に
変
貌
し
た
が
、
行
政

や
市
民
団
体
の
手
に
よ
り
見
違

え
る
よ
う
に
綺
麗
な
っ
た
。
今

で
は
清
流
と
し
て
我
々
に
潤
い

を
与
え
て
く
れ
る
。 

▼
街
中
を
散
策
す
る
と
、
看
板

建
築
（
商
店
等
の
前
面
を
モ
ル

タ
ル
や
板
金
デ
装
飾
し
た
建
築

様
式
）
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
目
に

付
き
、
こ
こ
も
街
の
魅
力
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
自
然
豊
か

な 

三
島
を
象
徴
す
る
「
楽
寿

園
」
や
歴
史
的
風
情
漂
う
「
三

嶋
大
社
」、
街
の
中
か
ら
ビ
ル
の

谷
間
や
電
線
越
し
に
ち
ょ
こ
っ

と
見
え
隠
れ
す
る
「
富
士
山
」

の
姿
、
ど
こ
か
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
街
で
あ
る
。 

▼
こ
の
素
晴
ら
し
い
「
三
島
」

の
街
を
も
っ
と
全
国
の
人
々
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

〈
輔
〉 

▼
定
年
退
職
し
何
年
か

経
ち
、
自
由
な
時
間
が

多
く
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
三
島
は
東
海
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え

て
き
た
三
島
（
宿
）
は
、 

略
性
の
無
さ
や
、
世
界
中
が
、

日
本
の
巨
額
の
金
融
資
産
を

狙
っ
て
る
と
指
摘
す
る
。
ま

た
、
参
加
し
な
け
れ
ば
「
日
本

は
孤
児
」に
な
る
と
い
う
の
も

嘘
で
、中
国
や
韓
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
す
る
可
能
性
は
無
い

と
い
う
。 

 

日
本
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
引
き
込

も
う
と
す
る
米
国
は
、
関
税

（
自
由
貿
易
）は
た
だ
の
フ
ェ

イ
ン
ト
で
、
「
ド
ル
安
政
策
」

で
輸
出
競
争
力
を
付
け
、日
本

の
農
業
関
税
を
取
り
払
い
、大

量
輸
出
を
狙
っ
て
い
る
。 

 

た
し
か
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

し
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、

安
い
製
品
が
輸
入
さ
れ
て
消

費
者
は
利
益
を
得
る
と
考
ら
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米
国
の
要
請
で
参
加
の
意
味
ど
こ
に
？ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
売
国
政
策
だ 
 

え
る
。
し
か
し
、
日
本
の
農
業

が
破
壊
さ
れ
、
自
給
率
は

40
％
か
ら
14
％
に
低
下
す

る
。農
業
の
構
造
改
革
が
必
要

と
い
う
が
、日
本
が
深
刻
な
デ

フ
レ
の
時
代
に
、今
そ
ん
な
こ

と
を
す
る
時
で
は
な
い
。追
い

討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
安
い

製
品
が
輸
入
さ
れ
る
と
デ
フ

レ
が
益
々
加
速
す
る
。 

内
需
を
拡
大
し
、デ
フ
レ
を

脱
却
し
な
け
れ
ば
、影
響
を
受

け
る
の
は
農
業
だ
け
で
は
な

い
。御
用
学
者
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

参
加
を
煽
り
、米
国
へ
の
追
随

を
説
く
が
そ
れ
で
い
い
の

か
？
迫
り
来
る
食
糧
危
機
に

対
し
、
今
、
戦
略
的
観
点
か
ら

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

三島市国民健康保険税またも値上げか！ 
国保協議会、２月２日値上げ答申、２月議会で最終決着 

主
張 

円
見
込
ま
れ
る
等
の
理
由
だ

と
い
う
。
ま
た
、
２
年
間
で

８
億
円
の
不
足
が
見
込
ま
れ

る
理
由
と
し
て
、 

①
景
気
の
低
迷
に
よ
る
被
保

険
者
の
所
得
の
減
少
で
、
平

成
22
年
度
分
の
国
保
税
の

調
停
額
が
前
年
度
と
比
較
し

て
約
２
億
３
千
万
円
減
少
し

て
い
る
。 

②
医
療
技
の
高
度
化
や
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
療
養
諸
費

用
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
が

増
加
し
て
い
る
。 

③
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善

等
に
よ
る
介
護
報
酬
引
き
上

げ
に
伴
う
介
護
給
付
金
の
増 

く
、
21
％
前
後
と
な
っ
て
い

る
。 

【国
保
運
営
協
議
会
答
申
】 

２
月
２
日
、
国
保
値
上
げ

の
諮
問
を
受
け
、
三
島
市
国

保
運
営
協
議
会
（
碓
井
宏
政

会
長
）
は
改
正
案
に
つ
い
て

容
認
の
答
申
を
出
し
た
。 

【政
府
の
動
き
】 

 

政
府
は
国
民
健
康
保
険
料 

加
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

平
成
23
年
度
国
保
税
改

正
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
諮
問
ど
お
り
の
値
上
げ

が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
左
表

の
よ
う
に
な
る
。
課
税
所
得

な
し
の
世
帯
で
は
負
担
増
は

無
い
が
、中
所
得
者
層
に
大
幅

な
負
担
増
で
、特
に
課
税
所
得

６
５
０
～
７
５
０
万
円
台
で

は
い
ち
ば
ん
負
担
が
大
き

く
、

％
前
後
と
な
っ
て
い

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

は
扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
が

適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
低
・

中
所
得
世
帯
や
障
害
者
、
家

族
人
数
の
多
い
世
帯
の
負
担

が
重
く
な
る
仕
組
み
だ
。 

滞
納
の
増
加
は
、
値
上
げ

が
原
因
で
、
悪
循
環
が
続
い

て
い
る
。
国
保
は
当
初
国
庫

負
担
45
％
で
あ
っ
た
が
、
中

曽
根
内
閣
時
に
国
庫
負
担
率

を
38
％
に
減
ら
し
た
た
め
、

多
く
の
自
治
体
が
保
険
料
を

値
上
げ
し
た
。
再
度
国
庫
負

担
を
増
や
す
以
外
、
国
保
財

源
建
て
直
し
の
途
は
無
い
。 

 

１
月
15
日
、
御
前
崎
市
内

で
浜
岡
原
発
地
元
４
市
主
催

の
住
民
説
明
会
が
あ
り
、
続

い
て
４
市
原
発
対
策
協
議
会

が
あ
っ
た
。「
中
電
は
１
０
０

０
ガ
ル
ま
で
Ｏ
Ｋ
と
い
っ
て

き
た
の
に
１
４
０
０
ガ
ル
で

も
安
全
と
は
？
ど
ん
な
議
論

が
あ
っ
た
の
か
」
に
対
し
て
、

議
長(

市
長)

は「
こ
れ
に
つ
い

て
は
や
っ
て
い
な
い
」
と
回

答
し
な
が
ら｢｢

国
の
お
墨
付

き｣

が
あ
る
の
で
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
。
？
ど
こ
へ

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
？
と
驚

く
ま
も
な
く
４
市
の
合
意
を

宣
言
し
て
し
ま
っ
た
。
わ
ず

か
10
分
ほ
ど
。
各
市
の
報
告

を
求
め
る
こ
と
も
な
く
、
こ

れ
じ
ゃ
御
前
崎
市
の
宣
言
の

場
で
し
か
な
い
。
そ
う
言
え

ば
、
こ
こ
で
地
元
の
合
意
を

い
た
だ
く
、
と
す
で
に
中
電

社
長
は
年
内
の
記
者
会
見
で

表
明
し
て
い
た
っ
け
！ 

そ
の
前
段
の
住
民
説
明

会
。
７
日
に
は
県
学
術
会
議

の
原
子
力
分
科
会
と
、
保
安

院
と
中
部
電
力
に
よ
る
説 

 

カウンセリング・占術 
お気軽にご相談下さい。 
１件 ５千円（１時間程度） 
出張いたします。 
お電話でのご相談もＯＫ 
メールにてご予約下さい。 
mizuki-makoto@softbank.ne.jp 
（055-971-1124 杉山も可) 
日本占術鑑定士協会会員 
内閣府認定メンタルカウンセラー 
       三月 麻琴 

般
県
民
対
象
に
営
業
運
転
前

の
説
明
会
主
催
を
求
め
た
。

自
信
が
あ
る
な
ら
開
催
せ
よ

と
。
堂
々
と
質
疑
に
応
じ
る

公
開
の
場
が
今
回
は
地
元
で

も
な
い
。
受
取
人
払
い
の
ハ

ガ
キ
を
配
布
し
て
個
別
の
質

問
に
対
応
す
る
、
と
い
っ
た

手
法
だ
。
こ
れ
も
広
く
県
民

か
ら
も
受
け
る
べ
き
だ
と
要

請
し
た
の
で
、
各
自
求
め
て

ほ
し
い
。
送
り
先
は
末
尾
。 

Ｍ
6.5
の
こ
の
地
震
に
よ

り
５
号
機
で
観
測
さ
れ
た
揺

れ
は
、
設
計
に
あ
た
っ
て
想

定
さ
れ
た
想
定
東
海
地
震
に

よ
る
揺
れ
と
同
等
の
強
さ

(

約
４
４
０
ガ
ル)

だ
。従
来
の

想
定
の
大
幅
な
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
１
８
０

倍
以
上
の
規
模
の
東
海
地
震

(

Ｍ
8.0)

で
は
い
っ
た
い
ど
れ

だ
け
の
強
さ
に
な
る
の
か
、

連
動
型
で
あ
れ
ば
Ｍ
8.0
も

超
え
る
。
今
回
の
５
号
機
に

対
す
る
中
電
の
評
価
は
そ
れ

を
何
ら
示
し
て
い
な
い
の

に
、
想
定
東
海
地
震
に
も
安

全
と
し
た
国
も
県
も
地
元
も

学
者
も
、
み
ん
な
お
か
し
い
。 

１
月
８
日
の
街
頭
シ
ー
ル

投
票
で
は
、
６
０
３
人
中

55
％
が
国
の
正
式
な
耐
震

診
断
結
果
を
待
つ
べ
き
と

し
、
５
号
機
再
開
賛
成
は
わ

ず
か
4.5
％
だ
っ
た
。 

●
送
り
先
〒436-8790 

御
前
崎
市
佐
倉
５
５
６
１ 

中
部
電
力(

株)

浜
岡
地
域
事
務

所
総
括･

広
報
グ
ル
ー
プ
様 

 

保
険
料
は
、
加
入
者
が
均

等
に
負
担
す
る
均
等
割
と
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得

割
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
も
含
ま
れ

る
。 

 

保
険
料
の
算
定
方
式
は
、

住
民
税
を
基
礎
に
算
定
す
る

「
住
民
税
方
式
」
と
、
世
帯

収
入
か
ら
必
要
経
費
や
基
礎

控
除
等
を
差
し
引
い
た
課
税

所
得
に
段
階
的
に
賦
課
す
る

「
旧
た
だ
し
書
き
方
式
」
が

あ
る
。 

「
旧
た
だ
し
書
き
方
式
」
で 

 

三
島
市
で
は
１
月
６
日
、
国
保

運
営
協
議
会
が
開
か
れ
、
国
保
税
の

税
率
改
正
案
が
諮
問
さ
れ
た
。
そ

こ
で
配
布
さ
れ
た
市
当
局
の
資
料

に
よ
る
と
、
国
保
税
の
税
率
値
上

げ
の
理
由
は
、 

①
現
行
の
税
率
で
は
、
平
成
23
～

24
年
度
の
２
年
間
で
、
基
金
を
全

て
取
り
崩
し
て
も
単
年
度
で
４
億

円
（
２
年
間
で
８
億
円
）
の
不
足

が
見
込
ま
れ
る
。 

②
平
成
22
年
度
に
法
定
の
賦
課
限

度
額
が
引
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
医

療
分
３
万
円
、
後
期
支
援
金
分
１
万

円
、
介
護
分
１
万
円
） 

③
後
期
高
齢
者
支
援
金
は
平
成
22

年
度
末
で
繰
越
金
が
４
億
５
千
万
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明
・
質
疑
の
場
は
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
全
く
ひ
ど
い
進
行

だ
っ
た
。
続
出
す
る
疑
問
や

意
見
は
取
り
上
げ
る
こ
と
な

く
、
時
間
切
れ
で｢

結
論
あ
り

き｣

の
議
長
独
断
に
よ
る
合

意
＝
強
意
形
成
。
民
主
的
な

会
合
運
営
を
訓
練
し
な
け
れ

ば
、
こ
の
県
の
安
全
は
保
た

れ
な
い
と
痛
感
。 

こ
の
住
民
説
明
会
、
４
市

以
外
の
参
加
者
は
２
階
に
上

げ
ら
れ
質
問
は
ダ
メ
。
昨
年

６
月
県
内
を
網
羅
す
る
４
２

１
団
体
か
ら
原
発
震
災
を
防

ぐ
た
め
浜
岡
原
発
閉
鎖
を
求

め
る
団
体
署
名
を
集
約
し
た

責
任
か
ら
、
当
方
は
５
号
機

再
起
動
の
翌
日
、
抗
議
と
と

も
に
県
民
へ
の
説
明
・
質
疑

を
中
電
に
求
め
た
。 

後
日
電
話
回
答
が
あ
っ
た

が
、
問
題
を
一
般
化
し
通
常

の
対
応
を
紹
介
す
る
ば
か

り
。
問
題
を
「
浜
岡
原
発
の

耐
震
診
断
の
再
評
価
が
未
だ

な
の
に
な
ぜ
５
号
機
だ
け
東

海
地
震
に
対
し
て
も
安
全
と

い
え
る
の
か
」
に
絞
り
、
一 

 

駿河湾地震の揺れ／設計値との比較
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最
大

加
速

度
(ガ

ル
）

設計(Ｍ 8) 観測(Ｍ6.5)

浜
岡
原
発
５
号
機
、 

運
転
再
開
の
愚
挙 

    

原
発
震
災
を
防
ぐ
全
国
署
名
連
絡
会 

東
井
怜 

(

税)

の
計
算
方
式

を
、
低
所
得
者
に
最

大
１
・
８
倍
負
担
が

重
く
な
る
「
旧
た
だ

し
書
き
方
式
」
へ
全

国
的
に
統
一
す
る

こ
と
を
決
め
た
。 

そ
の
た
め
地
方

税
法
や
国
保
法
施

行
令
を
改
定
す
る

動
き
で
、
２
０
１
３

年
度
か
ら
の
実
施

を
め
ざ
し
て
い
る
。 

課税所得 引上額（円／年） 引上率％
課税所得なし 0 0
５０万未満 0 0
１００万～１５０万 7400 6.34
２００万～２５０万 15500 8.31
３００万～３５０万 23800 9.23
４００万～４５０万 32100 9.75
５００万～５５０万 52700 13.55
６００万～６５０万 94300 19.43
７００万～７５０万 113100 21.48
８００万～８５０万 77600 12.86
９００万～９５０万 40100 5.24
１０００万以上 50000 6.78


